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学びの特徴(７つのポイント)
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入学から修了までの2年間の学び
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専攻の概略
【博士前期課程】

国際情報専攻

文化情報専攻

人間科学専攻
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https://gssc.dld.nihon-u.ac.jp/firstsemester/

https://gssc.dld.nihon-u.ac.jp/secondsemester/

【博士後期課程】

総合社会情報専攻

（国際情報分野）

（文化情報分野）

（人間科学分野）

https://gssc.dld.nihon-u.ac.jp/firstsemester/
https://gssc.dld.nihon-u.ac.jp/secondsemester/


専攻・コース一覧・博士前期課程
（国際情報専攻・文化情報専攻）
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専攻・コース一覧・博士前期課程
（人間科学専攻）
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専攻・コース一覧・博士後期課程
（総合社会情報専攻・3つの分野）
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興味を持った分野
の

先生の探し方

研究指導教員の

紹介ページの見方
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特別研究（ゼミ）
担任

1. 特別研究を開講している教員紹介の説明

から，「専門分野」「特別研究の研究領域」

を見て，自分の興味のある分野を研究し

ている先生を探します。

2. その教員の「学術論文」「指導・研究にお

ける特色，プロフィール」を見て，どんな先

生かを確認します。

3. 「特別研究の指導及び研究上のポイント」

「特別研究の進め方」で，ゼミの運営スタ

イルや指導方法が，自分の学びたいこと

とフィーリングが合うかを確認します。

4. 気になったら、遠慮なくホームページ右上

の「お問い合わせ」ボタンから、事前相談

を申し込んでください

https://gssc.dld.nihon-u.ac.jp/contact/
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ただし・・・・

 教員の専門性が必ずしも一致しない場合で

も，あきらめることはありません。皆さんの

研究に係る意識に基づき，一度，入学課に

相談してみてください。相談に乗ってくれる

教員を紹介してもらえるはずです。

 各教員の経験の幅は広く，資料に書かれて

いる内容以外でも，皆さんの研究テーマに

関する知見を持っています。

 研究テーマへの取り組み方，研究アプロー

チの手法などについての有意義な助言が受

けられるでしょう。

 良い先生が見つかったら、遠慮することなく、

「お問い合わせ」ボタンから、事前相談を申

し込んでください

https://gssc.dld.nihon-u.ac.jp/contact/
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入学試験日程
前期課程(修士)

第2期

 入学試験；2024年2月4日(日)

 試験科目；英語（免除条件あり），小論文，口述試問

 出願期間；2024年1月11日～1月24日

 事前相談；必ず，出願前に受けてください

 出願前に研究内容を特別研究指導教員と相談する

 仮に，面談できない場合は，メール，電話などでも構

いません

 事前相談締切日；2024年1月17日

 合格発表；2022年2月13日午後3時

 入学手続き期間；2022年2月13日～2月22日
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入学試験日程
前期課程(修士)

第3期

 入学試験；2024年3月2日(土)

 試験科目；英語（免除条件あり），小論文，口述試問

 出願期間；2024年2月15日～2月21日

 事前相談；必ず，出願前に受けてください

 出願前に研究内容を特別研究指導教員と相談する

 仮に，面談できない場合は，メール，電話などでも構

いません

 事前相談締切日；2024年2月14日

 合格発表；2022年3月8日午後3時

 入学手続き期間；2024年3月8日～3月15日
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入学試験日程
後期課程(博士)

 入学試験；2024年2月17日(土)

 試験科目；英語，小論文，口述試問

 出願期間；2024年1月25日～2月7日

 事前相談；必ず，出願前に受けてください

 出願前に研究内容を特別研究指導教員と相談する

 仮に，面談できない場合は，メール，電話などでも構

いません

 事前相談締切日；2024年1月31日

 合格発表；2024年2月26日午後3時

 入学手続き期間；2024年2月26日～3月8日

2023/11/11

Copyright(c) Nihon-u Koji Kato 2023

12



募集人数

博士前期課程（定員90名）

 第2期

 国際情報専攻 20名

 文化情報専攻 20名

 人間科学専攻 20名

 第3期

 国際情報専攻 若干名

 文化情報専攻 若干名

 人間科学専攻 若干名

博士後期課程（定員9名）

 総合社会情報専攻 9名
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最後に
“LIFE SHIFT”（人生100年時代）

からのメッセージ
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人生100年時代
の学び

 人生100年時代の社会人人生は，65歳ある

いは70歳までの50年近い期間となります。

この社会人人生の間に，私たちはすさまじ

い技術進歩に直面し，仕事の仕方を大きく

変える経験を9回～10回することになるで

しょう

 技術進歩により，どんどん仕事に必要な知

識も変わります。大学時代に習得した知識

だけでは変化についていけず，仕事が制限

され，失業のリスクもあります。70歳まで現

役で働くためには，的確な能力開発を不断

に続ける必要があるのです

 日本でも、リカレント教育、リスキル教育の

重要性が語られるようになっています
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人生100年時代の職業生活
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2024年４月から一緒に

学ぶ仲間になることを

お待ちしています
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入学相談会
参考資料



在宅学修
のノウハウ

 1999年4月に日本で最初の通信制大学院と

して開設されました。コロナ禍以前より実践

してきた遠隔教育のノウハウを活かして学

修指導を行います

 科目履修では，ポイントを押さえた教材を活

用しつつ，リポート提出を介した「在宅学修」

が基本です

 研究論文の作成は，ネットとリアルを組み合

わせて，ゼミ指導教員が「個別指導」します

 仕事や家事などの時間に関わらず，自分の

使うことができる時間を有効に活用して学修

を深めていくことができます
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徹底した
個別指導

 オンライン指導（メール，Web会議システ

ム）あるいは，対面指導（市ヶ谷キャンパス）

の機会を活かして，一人一人の関心の深さ，

個別に異なる修得レベルに合わせて，細か

く指導を受けることができます

 特別研究（ゼミ）だけでなく科目履修でも，学

生一人一人のニーズ・レベルに応えた指導

を実施します
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生活スタイル
に合わせた
指導

 特別研究（ゼミ）では，学生一人一人の事情

に寄り添って指導を行います

 生活スタイル，生活リズムに合わせつつ，学

修ペースをリードして，2年間で修士論文を

書き上げ，修了できるように指導します
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スクーリング

 修士課程では，2年間の間に一回，必修科

目として，スクーリング（集中対面授業3日

間）を受講します。2023年度は4月末から5

月初のGW中に市ヶ谷にて対面で実施しま

した

 スクーリングは，15コマ相当となります

 スクーリングで学ぶことの一つは，修士とし

ての研究の仕方，論文の書き方です。

 また，専攻分野の主な科目につき，受講し

て頂きます
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都心の
キャンパス

 集合ゼミを行うときや，直接に教員の指導を

受けたくなった時に利用する市ヶ谷のキャン

パスはアクセスに便利です
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サイバーゼミ

 東京近郊在住以外でも，地方あるいは海外

から，Web会議システム（主にZoom）を

使って，ゼミに参加できます

 Web会議システムを利用することで，離れ

ていても教員やゼミの仲間と学修を続けら

れます
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学生同士の
つながり

 遠隔教育ですが，特別研究（ゼミ）の指導教

員のほか，学生相互のつながりは深いです

 オンラインでの交流と，市ヶ谷で仲間と集う

ことを通じて交流が深まります

 また，大学院行事としてのオープン大学院

を通じて，他専攻の学生とも交流できます

 いくつかのゼミは，夏休みに合宿を行い，ゼ

ミ生同士の親睦を高めています
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博士前期課程の
２年間で必要なこと

科目履修と修士論文
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特別研究
（修士論文）
の取り組み

 研究テーマの提出と指導教員の決定

（事前相談）

・・・・

 「研究計画書」の作成・提出 （1年次前期）

 「研究計画書」に基づき個人研究

・・・・

 「修士論文・草稿」の作成・提出

（中間発表前）

 中間発表会（2年次の10月，任意）

 「最終稿(案)」作成

（2年次11月から12月）

 「修士論文・最終稿」提出 （2年次12月）

 面接試問（2年次1月）

 学位授与（2年次3月）
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学位（修士）
論文

 大学院博士前期課程2年間を通じて修士論

文を作成します

 論文を書くことは，本大学院入学の最大の

目的であり，2年間を通じて最大の達成感が

得られるものです

 特別研究（ゼミ）指導担当の教員と相談しなが

ら，執筆テーマを絞り込み研究を行います
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2023/11/11

先輩たちの
声を聞く

29

大学院での学びをイメージして頂けるよ

うに「在学生・修了生の声」を用意してい

ます

https://gssc.dld.nihon-u.ac.jp/voice/

そのほかにも電子マガジンには、

先輩たちの学修の際の苦労話のほか、

修士修了時の達成感などを書き連ねた

修士論文奮闘記が掲載されてます

https://gssc.dld.nihon-u.ac.jp/e-

magazine/
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必修科目
（前期課程）

 国際情報論特講/文化情報論特講/人間科

学特講（4単位）

 市ヶ谷のスクーリングと在宅学修の組合わせ

（スクーリングについて）

 2020・2021年度はネット中心に運営

 2022年度は5月に市ヶ谷で実施する予定

 特別研究（6単位）

 ゼミ活動を通じて自分の興味を深める

 特別研究指導教員のもと，修士論文を作成
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選択科目
（前期課程）

 各専攻別に開講されている選択科目の中

から，研究テーマに関連した科目を，5科目

(20単位)以上履修して単位を獲得します

 1年間では必修科目のほかに4科目を選択し

て履修できます

 興味のある内容は，コースを跨いで履修登録

できます

 単位獲得までには，1年でリポートを4本提

出する必要があります

 課題図書を通じて学んだ内容を，前期2本，

後期2本のリポートにまとめて提出します

 リポートの作成を通じて，科目の内容を理解

できるように，教員からの個別指導を受けるこ

とができます

 具体的にシラバスを見て、どのような科目が

あるか確認してみてください

https://gssc.dld.nihon-u.ac.jp/firstsemester/
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総合社会情報専攻
（博士後期課程）

 国際情報分野

 本分野では，国際人としての知識・学問を身につけるため，幅広
い科目が配置されています。この分野は包括的なテーマが多く，
グローバル化・情報化の進展とともに，マルチディシプリナリーな
見地からの検討が必要であるため他分野とも関連づけて研究し
ます。

 研究内容には国際経営（経営・産業），国際経済（経済・金融），
国際地域研究（政治・外交・国際関係）があります。

 文化情報分野

 本分野では，社会と文化に関わる情報を的確に読み解き，好ま
しいグローバル・コミュニティの形成とグローバル市民の育成に
寄与できる研究者，教育者，専門家を養成します。

 研究領域は，比較文学，翻訳論，言語教育学（日本語教育他），
第二言語習得論，文化人類学（東アジア）等であるが，いずれの
領域であっても，学際的，超域的研究が推奨されます。

 学生と教員は多元的社会と多種多様な文化の理解を深め，文
化の翻訳者として，また文化情報の受信・発信者としての能力を
高めるべく，協働して研究に取り組みます。

 人間科学分野

 本分野では，人間存在の根本問題への理解と認識を推進する
ことを教育研究の主眼としています。人間存在そのものが置か
れている現代的な問題状況に関する学問的探究を学際的な立
場から深化・発展させるように研究領域を大別し，人間存在と人
間本性の根本的把握という課題に照準して科目配置を行ってい
ます。

 研究内容には，心理学，医療・健康，教育及び哲学・宗教があり
ます。
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出願の方法
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出願に必要な
書類など

【出願書類】

① 大学院入学志願票（①～③は，HPからダ

ウンロードして使用してください）

② 履歴書

③ 研究計画書；所定用紙に横書きとし，1,000

～1,200字で作成してください。（Microsoft 

Wordで横書き12ポイント30字×40行の設

定，罫線に合わなくても可）。

④ 卒業証明書または卒業見込証明書（原本）

⑤ 成績証明書（原本）

 証明書と志願票の氏名が異なる場合は，戸籍等

記載事項証明書または住民票を提出してくださ

い。

⑥ パスポートのコピー（外国籍志願者のみ）

⑦ 在留カード（旧外国人登録証明書カード）の

コピー（外国籍志願者のみ）

【入学検定料】 35,000円
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入学金＋学費
など

【博士前期】

 2年で修了するときは，1年次100.5万円・

2年次81.5万円

 日本大学卒業生は入学金（20万円）免除

 その他にテキスト・パソコン，交通費など

 3年修了の長期履修学生制度もあります

 職業などの事情にあわせて，最初から3年間

かけて修了することを選択できます

 長期履修の申し込みは入学時に行います

 合計金額は2年で修了するときとほぼ同じ

【博士後期課程】

 初年次96万円・2年次76万円・3年次77万円
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